




























































































らなる多」の直観的総合 σύνθεσις μονάδων を数の定義とし、数の認識を図形のパター


































いう事実があるとした」（Phys. Γ.4. 203a10-15）と報告している。 
ここからピュタゴラス派の数学が図形的であったことを考慮すると10、その表にあ
る限 πέρας―無限 ἄπειον、奇数 περιττόν―偶数 ἄρτιον、一 ἕν―多 πλῆθος、正方形


















































































感覚的確信 πίστις（B）、論証的思考 διάνοια（C）、直観的思惟 νόησις（D）のそれぞれ
は、可視的部分(A + B)と可知的部分(C + D)のもつ比がそれぞれの内部の二つの部分
においても成立するように分割がなされる。つまり、 
(A + B): (C + D)＝A:B = C: D 
であり、ここから 
B = C 
が導かれる。これは幾何中項による分割であり(𝑥𝑥2 = 𝑎𝑎𝑎𝑎)、そして、このとき比を φ（外













































μεταλαμβάνον … τοῦ νοητοῦ 」（Tim.51A8-B1）「永遠に存在する不滅の『場』の種族 γένος 

































































































したのは、かれが『ピレボス』篇で「無限の種族 τὸ τοῦ ἀπειροῦ γένος」（Philb.25A1）
と呼ぶような連続量一般に対して思考による純粋に数理的な解決を与えることであ
ったとすると、それは数学においては様々な無理量の種族を「不定の二 δυὰς ἀόριστος」
あるいは「大と小 μέγα καὶ μικρόν」によってイデア数の原理と統合することであった
とも考えられるからである。しかし、実際の対話篇からわれわれが知りうるのは、プ
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1 Eva Sachs は『原論』X 巻、XIII 巻の無理量論、立体幾何学は、パッポスの古註にあるように、
テアイテトスによって基礎付けられプラトン存命中のアカデメイアで Hermotimos によって仕
上げられたのち『原論』に編入されたことを立証している。cf. Eva Sachs, Die Fünf Platonischen 
















6 アナクシマンドロスの「無限 τὸ ἄπειρον」については、時間・空間の融合した表象として理解




幾何学的イメージである（DK12A11.7, 12A17.19-20）。ここから「永遠 ἀιδίον」「不老 ἀγήρω」「不
壊 ἀνώλεθρον」が直観的に理解されている（DK12B2,3）。パルメニデスも同様に「存在 ἐόν」と





「無限」と「無窮」の関連について Theo Gerard Sinnige, Matter and Infinity in the Presocratic Schools 
and Plato, Van Gorcum, 1968. Chap.1 が参考になった。また、アナクシマンドロスの宇宙論の数学
的モデルと「ふいご」「車輪」といった技術的な道具との関連も考えうる。荒川紘「アナクシマ
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共立出版、1971 年を用い、Thomas Heath の英訳も参照した。 
8 de Vogel, C.J., Pythagoras and Early Pythagoreanism, Van Gorcum, 1966, p.5. 
9 Burkert, Walter, Lore and Science in Ancient Pythagoreanism, Harvard UP, 1972, p.31, n.15.にはアリ
ストテレスの証言に見られる「物体としてのピュタゴラス派の数」に関する網羅的な引証があ
るので、以下にそれを掲げる。 
Met.987b28 (cf.τòν ἀριθομὸν τὰ ὄντα, 1083b17); 1090a22; ἄριθμοὺς τὸν ὅλον oὐρανόν. 986a21 
(cf.986a3); τὰ σώματα ἐξ ἀριθμῶν, 1083b11ff (cf. Cael. 300a14ff; 986b6; 990a21; 1080b2, 16, 18), ἐξ 
ἀριθμῶν τὰ ὄντα, 1090a23, 32.ἐξ ὲκείνων (sc. σωμάτων) ὄντων τῶν αρίθμῶν, 1083b18; τοὺς ἀριθομοὺς 
ἐν τοῖς ἀισθητοῖς, 1080b1. The lack of χωρισμός 1080b16, 1083b10, 1090a23, Phys. 203a6ff. 
10 後１世紀頃の新ピュタゴラス主義の徒ゲラサのニコマコスは『数論入門』で図形数について
さらに包括的な説明をしているが後代の思想の混入の可能性が考えられる。 




証明および IX 巻命題 36 の完全数の証明の高度に抽象的な性格から、このベッカーの立論を斥
けている（Burkert, op.cit., pp.334-338）。『原論』IX 巻の「偶数奇数論」の 17 個の定理では 8 回、
























cf. Árpád Szabó, Die Entfaltung der griechischen Mathematik, B. I. Wissenschaftsverlag, 1994, S.242-253. 
14 この命題 2 とともに、『原論』X 巻の無理量論の定義は初期ピュタゴラス派から引き継がれた
ものであると考えられている。 
15 間接証明について、初期のピュタゴラス派では非通約性の判定条件は『原論』X 巻命題 2 の
交互差し引きが終わらないこととされていた。間接証明によるその不可能（X 巻附録 27「もし
正方形の辺と対角線が通約可能ならば、同じ数が同時に偶数かつ奇数になる」Cf. Anal.prior. 
A.23.41a23-7）はのちに別証明として加えられ、その結果 X 巻命題 2 は事実上用いられなくな












17 『原論』II 巻命題 11 の黄金比の作図（これは VI 巻命題 30 と同等である）は、正多角形につ
いて扱っている IV 巻の命題 10 で「底角が頂角の二倍であるような二等辺三角形」の作図題に





18 Sinnige, op.cit., pp.70-76. 正五角形についてのこの作図法はオスカー・ベッカーおよびクル
ト・フォン・フリッツに基づく。ここから、フォン・フリッツは初期ピュタゴラス派においては
無理量の非通約性は正五角形の辺と対角線の比（黄金比）についてはじめに認識され、それが
メタポンティオンのヒッパソスの溺死の伝説に結びついたと主張している。Kurt von Fritz, ‘Die 










対角線 διάμετορος ῥητὸς πεμπάδος は√49 = 7）（Rep.546A-D）。赤摂也氏によれば、ここでプラト
ンが行っているのは「正方形の辺と対角線の通約不可能」を証明するアルゴリズム（正方形の
一辺に対角線が加わるとあらたな正方形の一辺になり、対角線に辺の二倍が加えられるとあら
たな正方形の対角線になる）の一部であり、『原論』II 巻命題 10 において証明されているもの
である（後 2 世紀のスミュルナのテオンは言明可能な対角線について算術的にこのアルゴリズ




論研究』1979, vol.14, no.3, pp.117-125.を参照、cf. Sir Tomas Heath, A History of Greek Mathmatics 
vol.i., Oxford, 1921, pp.90-93., Burkert, op.cit., p. 430., p. 481.n.76）。初期ピュタゴラス派は、交互差
し引きの作図パターンが繰り返される場合、無理量の通約不可能を示していると直観的に理解










分(A + B)において、A = 1𝜑𝜑, B=1 とし、それに論証的思考の部分(C = 1)を加えると、
1
𝜑𝜑 = 𝜑𝜑 − 1
39
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であるから、「もとの線分」(A + B)は1𝜑𝜑 + 1 = 𝜑𝜑となり、(A + B): Cの比はφ: 1となる。可知的部
分についても同様に考えることができる。φ:1 の比をもつ線分に、さらに直観的思惟の部分（D）
を外中比になるように加えると φ:1:φ となるが、可知的部分(φ + 1)は𝜑𝜑2となるので、線分全体






20 Siegfried Heller は、初期ピュタゴラス派の人々が実際どのように正方形と正五角形の辺と対
角線の比を近似分数比から推察し、『原論』II 巻命題 11 の「外中比の分割」の作図に到達した
のかということを具体的に再構成している。彼の考えでは紀元前 5 世紀後半にはピュタゴラス
派の人々は黄金分割の作図を確立していたとされる。cf. Siegfried Heller, ‘Die Entdeckung der 
stetigen Teilung’ in Oskar Becker (hrgb.), Zur Geschichte der Griechischen Mathematik (Wege der 
Forschung Bd. XXXIII), Darmstadt, 1965, S.319-354. 
21 A.ヴェドベリの『プラトンの数理哲学』は今日でも参照に値する内容であるが、もっとも重
要な『国家』篇の「線分の比喩」の分割については「特別な意味は認められない」と言ってい












24 Julius Stenzel は、空間的延長の問題について深く考察するにつれてプラトンがその問題を「平
方数」「立方数」といった算術的法則から簡単に片付けることはできないと感じていたことはよ
く理解できると述べ、そのことを自著のモットーにしている。cf. Julius Stenzel, Zahl und Gestalt, 
3rd.ed., Darmstadt, 1959, S.88. Stenzel とそれに連なるテュービンゲン学派（H.J.Krämer, K.Gaiser）
の「原理論解釈」(Prinzipienlehre)についての批判的な検討は別稿に譲りたい。 
25 プラトンの空間はこのほかに「座 ἕδρα」「乳母 τιθήνη」と呼ばれる。 
26 『原論』X 巻、定義 3 参照。 
27 エウドクソスの生没年については諸説あるが（従来は BC408-355）、盛時(40 才)を慣例的にア
カデメイアの学頭代理を引き受けたとされる BC367/8 年に置くことに疑問がもたれており
BC390 年の生年とする説も有力である。 
28 エウドクソスのアリストテレスへの影響については、Hans-Joachim Waschkies, Von Eudoxos zu 
Aristoteles,; Das Fortwirken der Eudoxischen Proportionentheorie in der Arisotelischen Lehre vom 
Kontinuum, Amsterdam, 1977.が包括的な研究である。 
29 それは、異なる対象に関わる学であると考えられていた算術と幾何学の教本を「普遍数学」
の立場から総合しようとする意図においてである。 
30 廣川洋一、『プラトンの学園アカデメイア』、講談社学術文庫、1999 年、144 頁。 
31 『国家』篇のその箇所には「なぜなら、かれら（ピュタゴラス派の人々）は、可感的な音の










33 Proclus, On Euclid i., ed. Friedlein 64.16-70.18. エウデモスの記述ではエウドクソスが「いわゆ




pp.401ff.）。この Burkert の指摘は、Sachs の前掲書（Sachs, op.cit., S.23-41）の詳細かつもっとも
批判的な分析を下敷きにしている。 
35 『自然学』Γ 巻六章にはエウドクソスの「取り尽くし法」の論理（いわゆるアルキメデスの
公理）がみられる（ἐὰν δ’ οὕτως αὔξῃ τὸν λόγον ὥστε ἀεί τι τὸ αὐτὸ περιλαμβάνειν μέγεθος, διέξεισι, 















いる。Cherniss, H., The Riddel of the Early Academy, California UP, 1945, p.48. 
38 初期ピュタゴラス派の人々は、はじめ、このような製作品や自然に見られる黄鉄鉱（FeS2）
の結晶体として正十二面体を知ったと思われる。しかしプラトンがここで言及した意図にある
ものは、幾何学的な立体のひとつとしての正十二面体である（cf.Burkert, op,cit., p.461, n.57）。 
39 この『ティマイオス』篇の箇所は、空間に現れる「三角形や様々な形 τὸ τρίγωνον ὅσα τε ἄλλα 
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（op.cit.pp.300ff.）。また、『エピノミス』篇の偽作説については、ギリシア天文学史の基本的文
献である J.L.E.Dreyer, A History of Astronomy from Thales to Kepler, Dover, 1953., D.R.Dicks, Early 







Görland, Albert, Aristoteles und Mathematik, Marburg, 1899. 
Heiberg, J.L., ‘Mathematisches zu Aristoteles’, Abhandlungen zur Geschichte der mathematischen 
Wissenschaften, Bd.18, 1904. 
Heath, Sir Thomas, Mathematics in Aristotle, Oxford, 1949. 
 
（うえだ・とおる 筑波技術大学非常勤講師） 
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プラトンと正多面体
